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シ ンガポ ー ル の若者をとりまく社会環境 *1
- 1社会変化が青少年期の 心に与える負の影響 -
仲 谷 祥 子
(平成9年5月30日受理)
要 旨
シ ンガポ ー ル は, 独立後30年とい う短期間で奇跡的経済発展を遂げた ｡ そ の発展があまりにも急激
なため , 現在先進Eg が抱える多種多様な問題も, シ ンガポ ー ル におい て は急速な ス ピ ー ドで進み つ つ
ある｡ それにともない 青少年の精神形成に関わる環境も変化してい る｡ 古き良きア ジア の儒教思想が
若者の世代には薄れてきて い るとの 危倶の声も多い ｡ これまで懸命に高度成長を達成するためにと ら
れ た諸政策が, 今日 の 様 々 な問題を生み出してきて い るとい え よう｡ ｢国土も天然資源もな い シ.ンガ
ポ ー ル にと っ て , 優秀な人材こ そが最も重要な資源｣ とうたい , 人材開発の ため の 教育政策は ｢エ
リ ー ト教育｣ と呼ばれるに値する選抜教育である. また, 子どもをとりまく家庭環境も , 都市化にと
もない大きく変化して い る｡ 子どもからおとな へ と変容するため の多様な課題を抱えた青少年期に,
これらの 環境は少なからず精神的圧迫感を抱かせて い るであろう｡ 本稿では , 急激な社会変化の適例
としてそ の過渡期に ある シ ンガポ ー ルを取り上げ, シ.ンガポ
ー ル の教育政策 ･ 家庭環境を調査し, そ
れらがもた らす子どもや青年 - の心理的負の 影響を考察する｡
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1 は じめに
高岡市の 事業の ひとつ で ある ｢平成8年度
高岡市青年 の 巽ノ2に 参加 し, シ ン ガ ポ ー ル
の福祉施設
"
G R A C E. H A V E N(神の
恵み の 避難所)
''
を視察する ことが で きた ｡
こ の 施設 は, 世界規模で活動 して い る救世
軍
*3が 運営して い る福祉施設 で あり-, シ ンガ
ポ ー ル国内の児童福祉施設の 中で最大の規模
で ある｡ シ ンガポ ー ル で は , 福祉は地域開発
省 (Ministry of Co m m u nity De v elop-
m e nt) の 所管 で あり, /同省 内に 全 国社会
サ ー ビス 審議会 (N atio nalCo u n cil of So-
cial S占rvice 以 下, ,N C S S) を設置し , 民間
慈善組織, 個人的福祉活動家 ,~地域そ して政
府の密接な協力体制の 調整に 努めて いる l)･｡
NC SS にはCo m m u nity .Che stとい う福祉資
金調達機関が あり, ･ 国め強制積立で ある中央
積立基金の ⊥ 部やイ ベ ン ト開催 , 一 般寄付に
より資金を調達 し, 登録された民間慈善組織
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へ 資金 を 配布 す る｡ 1983年 に 設立 さ れ た
co m m unity Che stは, 現在その 援助規模を
拡大 し続けて い` る｡･十貞体由には , 設立当初¢
登録数は18組織 , 人数にして約22,000人が そ
の 恩恵を受ける に とどま っ て い たが ,1995年
に は, 組織数で は約3倍の50組織が登録さ
れ , 人数的に は約7倍の 約154,200人 へ の 援
助が なされ て い る
2)
｡ しか し, こ の 機関に登
録されて い る組織は全体の 一 部で あり, 独自
で運営 して い る民間慈善組織は約200を数え
る ｡ シ ン ガポ ー ル に おい て は直接的な福祉
サ ー ビス は民間の 慈善組織に よ っ て 支えられ
て い るの である｡ 今回訪問した福祉施設も,
co m 血 u nity Che st のメ ンバ ー で はない ｡ 施
設建設 におい て は80ノ%の 国の 援助があ っ た
が , 経常的な運営費は全額寄付金によ っ てま
か なわれて い るd.当施設 は, 家族に 恵まれな
い子ども,一 問題児, 裁判所か ら送られてく る
子ども等 , .20歳未満の児童 ･ 青年を対象に し
て い る:｡ 訪問時i 163人が収容されて おり ,
はとん どが家族の 愛を与えられずに 育 っ た貧
しい 家庭 の 子 どもで あ っ た ｡ 24時間勤務の
ソ ー シ ャ ル ワ 丁 カ ー が母親の よう に 接し, 家
庭的な雰囲気を与え ることに よ っ て , 約2年
間で 社会復帰できる ことを目指す ｡ 子どもが
社会復帰する際, まず貧困家庭を安定させ る
ため に ,`電話やテ レ ビ等の 生活用品を寄付す
る ことが重要な ポイ ン トであるとい う｡ こ の
ことは , 東南ア ジア地域で は最も豊かな国と
言われ るように な っ た シ ンガポ ー ル も, 貧富
の 問題 はまだ大きく, 貧困が非社会的人間を
生み 出す要因の ひとつ に な っ てい る社会で あ
る こ とを示すの で はな い だ ろうか｡ また は ,
物質至上主義の強い 社会で あり, 人間の ｢こ
こ ろ｣ にま で は関心の及ん で い な い社会で あ
るとも考え られ る･i
.シ ンガ ポ
ー ル を許 して , ｢国土面積 は淡路
島程度 ,､人 口300万弱 ,･･天然資源 ももたな い
シ ンガ ポ ー ルが ∴奇跡的な発展を遂げた｣ と
い う光の 部分に焦点をあて た論説は多いが ,
その 発展に は陰の 部分が ある こ とも忘れて は
ならな い ｡
:.`･,従来,_･
.j:-'ンガポ十 ル社会で は , 家族 は家族
が世話をす る.もの とい う伝統的考え方が 強
か っ た ｡ 移民と して渡来した華僑時代に登場
した同郷会
*4の 存在が, 国と して の 福祉行政
章識を育ませ なか っ た の かも しれな い ｡ ま
た , わずか30年間で め ざましい 発展を遂げた
シ ンガポ ー ル で は, 産業化を促進し, 国を発
展させ るた めに は, 福祉に国家予算を傾注す
ることは できない とい う姿勢があ っ た とも考
えられる ｡ こ れは, リ ー ･ ク ア ン ユ ー 前首相
が, ｢政府は , 医療サ ー ビス や住宅な どの 一
定 の基本的社会サ ー ビス を提供す る義務を
負 っ て は いるが , 苦難や欠乏とい うあらゆる
危険から国民を守るため の公共福祉制度は ,
必ずや生産性の 低下を招く∴ で あろう｡｣3)と述
べ て い る ことからも伺える｡ しかし, 当施設
の よう に家族の 世話を 受ける こ とが で き な
い ,'また は家族で は手に負えない子どもも現
実に は多く存在し, 民間の ボラ ンテ ィ ア 福祉
組織が保護 ･ 育成に努め て い るの であ る｡ こ
の ような子どもや若者が存在する背景に は,
能力主義, エ リ ー ト教育とい っ た シ ンガポ ー
ル独特の 教育環境, 社会環境が少なからず影
響して い るの で はない か｡
･ 以下 , シ ンガポ ー ル の青少年をとりまく環
境の うち, 教育制度 ･ 家庭環境を取り上 げ,
そ の}L､理的負の 影響を考察する ｡
2 シ ンガポ ー ルの教育制度･
中国系77. 7%, マ レ ー 系1 4. 4%, イ ン ド系
7
.
1% , そ の 他1. 1%-(1990年)
4) とい うE民族
構成からな る シ ンガポ ー ル で は , 建国以来 ,
教育 に よ る ｢シ ンガポ ー ル国民｣ の創 出と国
富の 増進に 多大の 努力が傾 けられて きた｡ 具
体的に は現在, 共通語として の 英語の 確立 ,
及び能力に よる教育の多様化政策が 2大政策
とな っ てい るて5)｡
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. 1 ; 蛾烈な選抜教育
シ ンガポ 丁 ル の学校数育の体系を図1 に示
す｡
シ ンガポ ー ル の 学校教育は , 義務教育制 で
はな いが , 該当年齢人口 の はぼ100 % が10年間
の初等 ･ 中等教育 を受けて い る｡ 初等教育6
年間の うち最初の 4年間 は ｢基礎段階｣ とし
て 共通の 教育課程にな っ ており, 最後の 2年
間は ｢オリ エ ン テ ー シ ョ ン段階｣ として , 舵
力別 の コ ー ス に 分かれる｡ こ の コ･- ス 分け
は , 第 4学年終了時q)英語, 数学, そ して母
語の 学習到達度に よりなされ, EM l, EM2,
E M3とい う3 つ の コ ー スか らなる｡ E M lは ,
英語と母語の双方を上級 レベ ルで , E M2 は,
英語を上級, 母語を中級 レベ ル で, E M3 は,
英語を上級 , 母語を基礎 レベ ル で学習す るこ
とに な っ て い る ｡ 各コ ー ス の 在籍者比率は,
それぞ れ10%, 80%, 10%である｡ そ して第
6学年終了時に は, 初等学校修了試験 (Pri-
m a ry scho ol Le ating Ex a min atio n, 過
称P S L E) が あり, そ の成績に 基づ い て , 中
等教育段階 での 教育コ ー スが決まる｡ 合格者
の上位10%以内を対象とする ｢特別 コ ー ス｣,
それに 続く ｢高速 コ ー ス ｣, そして普通教育と
職業教育の 2 つ に 分かれる ｢標準 コ ー ス｣ で
ある｡ ｢特別 コ ー ス｣ と ｢高速コ ー ス｣ では ,
第 4 学年終了時に ｢中等教育上級修了資格｣
(G CE ･ 0) 試験があり, 合格すれば修了と
なる｡ ｢標準コ ー ス ｣ -ごは, 第4学年終了時に
｢中等教育修了資蕗｣(GC E･ N) 試験を受
け, 合格すれば修了となるが, 一 定水準以上
の 成績をおさめた生徒は, 第5学年に進学 し
｢中等教育上級修了資格｣ 試験を受 ける こと
もで き る｡ 中等教育修 了後 は, プ レ ･ ユ ニ
バ ー シ テ ィ ･ セ ンタ ー (3年制) や ジ ュ ニ ア
･ カ レ ッ ジ (2年制) とよばれ る大学準備教
育機関, あるい はポリテ ク ニ ッ クや技術学校
に それぞれ進学する こ とが で きる｡ これ ら中
等後教育の進学率は同世代人口 の約9. 9% で あ
る｡ プ レ ･ ユ ニ バ ー シ テ ィ ･ セ ンタ ー とジ ュ
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ニ ア ･ カ レ ッ ジ修了時 に は, 大学人学資格
(G CE ･ A).試験が行われ, これが大学
へ の
最後の 関門となる占 これ'tE=合格す ると, シ ン
ガポ ー ル国立大学と南洋工科大学の 2 つ の 大
学の い ずれかの入学資格を得る ｡
以上が シ ンガポ ー ル の李校教育制度の全容
で ある ｡ 大きな特徴としこて , 語学力による早
期段階からの 選抜, 試験に よる各教育段階修
了認定制が挙げ られよう ｡
教育内容についてはi 英語, 数学, 母語が重
視される｡ 英語はシ ンガポ ー ル社会で エ リ ー ト
にー なるために絶対必須である｡ 英語は単にひと
っ の教科に とどまらず,
一
大多数の教科の教授言
語でもある｡ 従 っ て , 英語の能力が低ければ,
その他の教科の成績もそれに影響を受け, あら
ゆる段階の選抜におい て不利となる｡ 英語化を
推進する 一 方で, シ ンガポ ー ル社会の 西欧化を
懸念し始めた政府は, 国民ひとりひとりの民族
アイデ ンテ ィ ティ を明らかにするため, 華人
(中国系), マ レ ー 系, イ ン ド系, その 他の い
ずれか に所属して い る ことを証明させ るI D
カ ー ドを国民に所持させ てい る｡ そして学校教
育におい て は母語を第2言語として教えること
に より, 民族アイデンティ テ ィ を保たせ る｡ し
かし, こ こで いう母語とは, あくまで も政府が
決めた, 華語, マ レ ー 語, タミル語の 3公用民
族語のうちの どれかを指し, 実際各人が家庭で
使用する言語と_は限らない ｡ 家庭では, 公用民
族語以外の言言吾を使い , 学校で は, 英語と所属
民族語を習うという状況もありうる｡ この よう
な多様な宗吾使用社会であるにもかかわらず,
初等学校第4学年終了時 (10歳時) に は, その
語 能力に よ っ て コ ー ス分けが行われる｡
また , 各教育段階は , 試験に よ っ て修了が
認定される｡ 教育課程を終了して も, 試験に
合格 しなければ修了 できない o 試験 こそが ,
学業すべ て の 判定基準なの で ある｡
さ らに , 学歴に よ る歴然 とした収入の 違い
が , 競争に拍車をか ける ｡ 表1 を見ると, 敬
育 を受け て い な い 者と大学教育修了者とで
仲 谷 祥 子
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図1 シ ンガポ ー ル の学校教育
出所) 参考文献11) に よ り作成
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シ ン ガポ ー ルの若者をとりまく社会環境
は , 平均して約;5倍も月収に差がで る｡;
こ の ような厳しい選抜教育の もと, 大学進
学率は, 近年上昇したとはい え, 伺世代人 口
の わずか 4%:-
I
-
I.(90年), 大学 へ 進学怒号も,
1 学年 で 平 均20% の 学生 が落第 し
■
て しま
う
6)
｡ 大学卒業者が超 エ リ ー トで ある こと は
言うまで もない ｡
シ ンガポ ー ル政府は ｢10歳に もなれば, 港
在能力も十分引き出すこ とが で きる｣ とし,
｢児童ひとりひとりに合 っ た コ ー ス に振り分
けられるとい うことは , より平等な機会が与
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えられるとい うことで あり, ニ
I
P)教育制度は
本人の努力が報われる実質主義である｡ 決し
て エ リ ー ト主義で はない｣ との 立虜孝表明し
て い る7'｡ 確かに , こ の試験制定Q)苛及 は,
民族 ･ 階級 に関係なく試験に さえ合格すれば
よりよい職業就職が望め , 封建主義的な情実
の 克服 に決定的役割を果た して い る8)ともい
えようが , 幼児期から始まる蛾烈な競争教育
は , 発達期の 子 ども達に大きなプレ ッ シ ャ ー
とな っ てい る ことは間違い ない ｡
衰 1 15歳以上の 社会人の学歴別月収入 (1990)
学 歴
月 収 入 (SS)
汁 - 500
500 1000 1500 2000
3000-
平均
- 999 - 1499 - 1999- 2999 ■(■sS)
計 100. l. 0 37. 1 23. 4 ll. 3 8. 9 8. 3 1,414
無 教 育 100. 12. 8 52. 8 27. 1 5. 0 1. 6 0. 7 8
~
15
初等教育修了 ･100. 13. 8 54. 9 21. 0 6. 6 2. 7 1. o ･ 9 0
-r9/
中等教育修了 100. 7. 9 30. 6 27. 6 15. 6 ll. 6 .6. 7 1,420.
大学教育修了 100. 2. 2 0. 6 5. 3 ll. 6 25. 0 55
. 3 4,l48
出所) 引用文献4). p. 19, Table . 15
表2 女性の経済活動状況の推移 (%)
3 シ ン ガポ ー ル の家庭環境
多くの 工業化社会に 共通して み られる現象
であ るが , シ ンガポ ー ル で も家族関係の あり
方が近年急速 に変化 して い る9)｡ 最近の シ ン
ガポ ー ル の 傾 向として 重要視され て い る の
が , 核家族化, 晩婚化, 非婚者の 増加, 離婚
率の上昇, 少子化, 女性の 社会進出の拡大,
そ れに ともなう親以外の 保育者の 増加で あ
る ｡ 性別 より学歴が重視される資格社会 で あ
るの で , 女性も高い ポス トや収入を得られる
機会は多く, 女性の 社会進出に はめ ざま しい
もの が ある. 専業主繭あilrj合が減少し, 家庭 =r
を持ちながらキ ャ リア を追求する女性が増加
して い る ｡ 表 2 に示すよぅに , 女性 の就業率
は , 独身者, 既婚者ともS
'
0年間で約3倍に ふ
くれあが っ て い る｡
_
そ して , 共働き家庭 で奉
れ ば, 子供の数 は少な い方が生活 しやすい去
1957 1970 1980 1990
独身者
就 業 者 24. 8 35. 6 53.:-.r三.0 ∴
~69∴0
非就業者 * 75. 2 64. 47--:ーb■ 31J二o
合計 100. 0 100. 100. 100, 0
既婚者
就 業 者 14. 0 14. 7 29. 7 43. 2
非就業者* 86. 0 85. 3 70. 3 56. 8
合計 100. 100. 0 100. 100.
* 学生 ､ 家事従業者 ､ そ の他を含む
出所) 引用文献9_)
r
p. 63, Table2. 3.
政府は ｢教育を受けた女性は3人以上 の子供
を持 つ こ とが理想でちろ｣ というキャ ンペ 一
三ニノ
5を打ち出して
;
_
LE,-L冬季Ii, 学歴が高い女性 は
t
せ出生数が減少ずる傾向が目立っ ｡ 既婚女性
の 平均出生数の 推穣を表3に 示す ｡ こ の表に
よれば, 民族グル ｢ プ別で見て も, 学歴別 で
見ても, 30年間で少子化が進ん で い る ことは
歴然た る事実 であり , さ らに , 教育 レベ ル で
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表3-既婚女性の 平均出生数の 推移 ( 人)
1970.･.､1980 1990
く民獲グル.
,T プ)
中 専属:y, 3. 9 3. 4 2. 8
マ レ ｣ 系:+:
L. 4. 8 3. 9 3. 2
■1.イ
:lソテド系 4. 0 3. 4′ 2. 7
･そ.甲._-班 2. 7 2. 8 2. 3
く教育 レ ベル)
無 教 育 4. 8 4. 3 4. 6
初等教育 3. 4 2. 3■ 2. 4
ヰ等教育 2. 2 ･1.~6 1. 6
中等後教育 .高等教育 1. 9 1. 6 1. 4
(全 既 婚 者) 4. 0 3. 4 2. 9
出所) 引用文献9) p. 79, Table2. 7.
見 ると, 中等後教育 ･ 高等教育まで進ん だ女
性は , 出生数が3人 どこ ろか1. 4人で あるこ
とがわか
.
る｡
■
子育ての 環境につL†て は, 伝統
的に , 子供の世話は家族の メ ンバ ー がみ るも
の とい う考え が浸透 して い たが , -表4からわ
か るよう結, 核家族化が要しい ため , 家族の
他の メ ン バ ー に子供め世話を頼むの もままな
らな い ｡ 仕事を掩っ 母親の ため , チ ャ イ ル ド
表4 シ ンガポ ー ル の世帯構成 (%)
EEEE]1970 1980 1990
･核 :.象
=.:1iBk 63. 5 71. 5 78. 0 85. 1
2世代以上家族 10. 8 ll. 7 10. 1 8. 2
-一 人暮ら~し
(共同生活を含む)
2畠. 7 16. 8 ll. 9 6. 7
合L 計 100. 0 100. 100. 0
､
100. 0
出所) 引用文献9) p. 82, Table2. 9.
表5 教育に対する男性 ･ 女性 の意見
ケア セ ンタ･- (保育所) の 設置が奨めちれて
い るが , _まだ 日本の よ`うに は保育園制度が 充
実し{7:いない ｡ 最近で は , 外国Åメ イ ドを
雇 っ て家事や育児を任せ て いるケナ ス が, 著
しく増加 して きて い る
*6
｡
4 選抜教育と家庭環境の変化が もた ら
す影響
4. 1 学業偏重社会が引き起 こす負の 傾向
厳 しい選抜教育の 影響は国民意識に も現れ
て きて い る ｡
数 々 の試験をクリア してきた大学卒業者は
自分の ことを ｢教育を受けた者｣ と言い , エ
リ ー トとしての 意識やプライ ドは 一 般的に と
て も高L.
'10'
｡ さらに , 表5 の1990年の 国勢調
査によれば, ｢教育は人生 の 最大の 可能性 を
授けて くれる｣ とい う考えを持 っ て い る国民
が6o%以上存在し, イ シ ンガポ ー ル で快適 に
生きてい くの に 最低必要な学歴は どの くらい
か｣ と い う質問に は, ｢女性 で さ え, 少 なく
ともG CE ･ 0 レ ベ ル (中等教育修 了) 以上
の 学歴が必要.｣ と
い う回答が圧倒的で ある｡
これらは , 国民に学歴重視の 意議がとて も高
く, G CE ･ 0 レベ ル以 下の 者は快適 に 生き
て い けない 雰囲気をうかが わせ る ｡ こ の よう
な学歴重視の社会に おい て , そ こから落ち こ
ぼれて しま っ た者が生きて い くに は , 相当の
精神的歪みが起 こり得 るで あろう ことが予想
男性 女性
-(人 数) (751) (870)
人は学校 へ 行くよりも､ 仕事をする こ とを通して ､
56.9 55. 7より多くを学ぶ o■
教育は人生の最大の可能性を授けてくれ二る○ 94.:;0:-=J. -=:
:
=■93. 2
若い女性が快廼に生きるため に必要な最嘩学歴は ､
7.:3_ 5. 9_初.-._等 教 育"､■o≡ レ ベ ル 4 5.
,
rL
? 46. 5
p A■-レ ベ ル 27
.冶:二 二 27. 4
~高.-等 教 育 18. _7 -20. 1
出所) 引用文献9 )p. 205, Table5. 5.
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できる ｡
しか し, 国民の 個人的問題にさえ干渉する
政府を持 つ` 国であるに もかかわ らず, シ ンガ
ポ ー ル は , 犯罪や非行関連の 統計をほとんと
､
公表しない ｡ 従 っ て , 現段階で は , 社会環境
が 青少年 へ 与える精神的影響に 関するデ ー タ
は存在 しない ｡ そ こ で , 以下, 一 般論とし
て , 能力主義 , 競争主義の 教育に より発生 し
得 るで あろう諸影響を考えてみ る｡
こ の ような能力主義, 競争主義の教育は ,
競争に勝ち残っ た者, 放れた者をつ くる｡ シ
ンガポ ー ル の教育制度か ら特に懸念される こ
とは, 試験に敗れて しま っ た者 へ の精神的影
響 で ある｡ 編入とい う敗者復活の 道も用意さ
れ て はい るが , その 確率ははん の わずかで あ
る ｡･10歳時から, もはや将来が決定 して しま
い かね な い ｡ こ こ で考えられ る負の 影響 に ,
｢もう, 何をや っ て も無駄 なの だ｣ とい っ た
あきらめに 似た無力感 (ア パ シ ー )
*7
,
｢私は
頭が悪い の で - で きませ ん｣ とい うように劣
等感を口 実に して人生から撤退 して , 無責任
で非建設的な生活に陥りやすくなる劣等 コ ン
プ レ ッ ク ス
*8や , 自分が劣 っ て い る ことを補
償す るために自分が優れて い る ことを誇示す
る人が もつ 優越 コ ン プレ ッ ク ス チ9などが 挙げ
られ る｡ 一 方, 勝者の 方に も, 自分の利害に
だ け目を向けて い て社会全体の 理想や運命に
無関心 で ある自己愛 人格障害暮10な どと い っ
た , 何 らかの 負の 精神的影響が起 こり得ると
考える ｡ また , 教育レベ ル に よ る収入差が ,
歪ん だ コ ンプ レ ッ ク ス を顕在化させ る可能性
がある ｡ 教育 レベ ル の低い 家庭に 育 つ 子ども
は , 収入も少なく生活も貧しい ｡ 意識や観念
(｢自分の 家 は貧しい｣) に 感情 (｢だか ら悔
しい｣) が プラ ス された もの が コ ンプ レ ッ ク
ス である ｡ 少年期に 他との ｢差｣ を強調する
と , 理 よりも情の 強い 年齢 である の で , 感情
が か らん で コ ン プ レ ッ ク ス を つ くりや すい ｡
青少年期の 歪ん だ コ ン プ レ ッ ク ス は , 性格の
自由な発達を妨げ未熟な人間を っ くる11)｡
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4. 2 家庭環境の 変化が引き起 こ す負の 影
響
子 どもに と っ て , ｢家族｣ とは
■
｢社会｣
､
を
意味し, 特に 乳幼児期の親子関係は, そ の後
の生き方に大きな影響力を及ぼす｡ 現在, シ
ンガポ ー ル で は , 核家族そ して 共働きの 家庭
が急増し, 子どもの 世話は必然的に親以外の
者に 委ね られるよ うに な っ て き て い る｡ 乳
児 , あるい は1,2歳児が , 他人 の 大人達に 囲
まれ て 生活する時間が 一 日の 大半を占めろ
と, 子供は非常に 大人の顔色をうかがうよう
たなり, 一 種の社交性が身にi3き, また , こ
とばの 発達 も早く , 大人びた口の ききかたに
なる こ
′
とが観察され る｡ 一 方, 親 に と っ て
は , 一 日 の うち子供と過 ごす時間が少なくな
るの で , 一 緒 に い るときは親子の ふ れあい を
濃密に しようと しがちで ある｡ い わゆる甘や
か しで ある12)｡ 甘やかしか ら起 こ る親子の 癒
着は , 青年期が過 ぎて も親離れ できず ,･ 自己
中心的 で , 頼 の 支えなく して は何 もで き な
い , 大人になれない 人間をっ くる｡ また ,`親
に精神的ゆとりがない と , 叱る ことの み多く
なり , 拒否型 の 子 を っ く っ て しまう｡ ｢拒
否｣ というの は, 相手を信じて い な亡､とい う
基本が あり, 相手を信 じて い る上で 逆 らう
｢反抗｣ とは違う｡ 親 へ の信頼感かない とき
に は , 反抗よりも拒否型の人間をっ くる｡ 相
手を信じられない人は , 相手の 表情, 態度,-
仕草に脅え, 不安がる ｡ それは, 社会集団で
安定で きず, ス ム ー ズに生きて ゆけな いとい
うこ と である13)｡
一
以上, 選抜教育t 家庭環境の 変化が もた ら
す精神的負の影響を考察して み たが , これ ら
に 関す る シ ン ガポ ー ル の 情報 は極め て少 な
い ｡ 30年とい う短期間で 走り続けて い る シ ン
ガポ ー ル では , こうした教育政策や社会変化
か らの 子ども へ の影響は , まだ潜伏期間で あ
る可能性が高 い ｡ また , シ ンガポ ー ル は言論
統制の 強い社会で あるか ら, 能力主義を掲げ
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る政府に と っ て , 負の精神的影響は不必要な
情報 で あるとして取り扱われない のかもしれ
ない ｡ い ずれに しても, 最近の シ ンガポ ー ル
で は , 最大の繁華街で あるオ ー チ ャ ー ド通り
に夜 な夜な所在 なげな若者があふ れ, 国で禁
止されて い る煙草の 喫煙率も上昇 して い ると
い う1
4)
o
エ リ ー ト重視社会の 不満は, 必ずや
表出して くる であろう｡
5 おわり に
以上 , 本稿で は , シ ンガポ ー ル の若者をと
りまく諸環境と して , 主 に教育政策'･ 家庭環
境をとりあげた｡ わずか30年間で奇跡とも言
われる急激な発展 を遂 げた シ ンガポ ー ル で
は , そ こ に住む人 々の 意識も当然 その ス ピ ー
ドで ｢変わる｣, または ｢変えさせ られる｣
とい うこと である ｡ 一 世代間で は, 思想 ･ 価
値観も違えば, 使用言語も違う｡ ジ ェ ネ レ ー
シ ョ ンギャ ッ プは計り知れない ｡ さらに , シ
ンガポ ー ル が抱える重要な悩み として , シ ン
ガポ ー ル独自の アイデ ンティ ティ の 確立が挙
げられ る｡ 学校教育の 第 一 言語に英語を取り
入れたア ジア の 小国シ ンガポ ー ル で は *1l, 土
着思想がな い こ ともあり , 文化 ･ 思想の 西欧
化が否めない ｡ しか し, 政府 は, 文化の 西欧
化を拒み , あくまでもア ジア的価値観を保と
うと , あ らゆ るキ ャ ン ペ ー ン を実施して い
る *12｡ シ ンガポ ー ル の若者は , 民族意識再編
成期に おかれ, 国民意識と民族意識とい う2
つ の 狭間で, 自らが何者かを確認 しに くく
な っ て い る ｡ シ ンガ ポ ー ル国民として の 文化
的ア イ デンテ ィ テ ィ を確認で きな い とい う こ
と ば, ｢自分は何人なの か｣ とい う迷 い をも
つ ことに なり, 特に , 自我 の形成と確立をひ
とつ の 重要な課題とする青年期に 大きなっ ま
づきとなろう｡ シ ンガポ ー ル政府 は, 西欧で
もない , もちろん中国で もない , シ ンガポ ー
ル独自の アイデ ンティ ティ を確立する ことに
必死で ある *13｡
あらゆる点で シ ンガポ ー ル は特殊な例とも
言える｡ しかし, 国の 工業化, 産業化が進む
上で , ス ピ ー ドの 違い はあれ , 先進国が抱え
る問題として重複する部分も多い ｡ 特に シ ン
ガポ ー ル は日本人と同じ東ア ジア圏の 民族中
心で ある ことか ら, 様々 な現代 の問題に つ い
て の解決へ 向かう考え方に 儒教的思想や価値
観を重視す るなど, 我が国と共通したもの を
感じさせ る部分もある｡
今回, シ ンガポ ー ル の若者をとりまく社会
環境をとりあげる ことに よ っ て , 筆者 の 中で
改めて 日本を意識する ことが できた ｡ 我が 国
の若者は, どの ような社会的影響を受 けて い
るの であろうか ｡ 今後, 日本の 若者をとりま
く環境とそ の 影響に つ い て も調査を進 め た
い ｡
汰
* 1 本稿を作成す るにあたり, 高岡短期大学の小林和子助教授には , シ ンガポ ー ル に関する資料を数多
く貸与して いた だ い た ｡ 心 か らの 謝意を表 した い ｡
* 2 ｢高岡市青年 ･ 女性 の 糞｣ 事業 は毎年行われて おり, 訪問国の教育 ･ 文化 ･ 福祉の 視察, 現地青年
･ 女性と の交流な ど の体験により,･国際的視野を広める とともに , 高岡市の リ ー ダ ー 育成を目的とし
て い る. 平成8年度は10月15日か ら10月25日 の 日程で , タ イ . マ レ ー シ ア ･ シ ン ガ ポ ー ル を視察した｡
* 3 ロ ン ドン に本部を持 つ ､ キ リ ス ト教福音主義者に よる社会奉仕 ･ 社会改革を目的 とする団体 ｡ シ ン
ガ ポ ー ル で は ,.1935年頃よ り活動をして おり, 現在 , 5 つ の教会 と住宅 ケア セ ン タ
ー
, フ ァ ミ.リ ー
サ ー ビス セ ン タ ー 等 の社会福祉活動を行 っ て い る｡
* 4 出身地な い し同 一 方言別に集ま っ た集団の 相互扶助組織で ,･ 法的な保護を受けない 中国人移民が ,
自衛 の ため に作り上げた社会保障の ため の機関｡ 最も重要な業務は , 会員に対する福利厚生サ ー ビス
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である｡ しかし, 現在はす べ て の国民が英語で統 一 される時代になり. 封派意識も薄れ, 同郷会 へ の関
心も薄れて いる ｡ これに つ い ては, 太 田勇 ｢寓語を使わない国- シ ンガ ポ ー ル の言語環境｣ に詳しい ｡
* 5 リ ー ･ ク ア ン ユ ー 前首相は , 人 の 能力は80 %遺伝によるという考えを持ち, 高学歴者同士の 結婚 ･
出産を奨励した ｡ 政府機関で働く女性公務員に限 っ て , 第 3子が4歳になるまでの 休職や病気の子ど
もを看病するため の有給休暇制度, 第3子を出産すれば税金の払い戻しを認め る制度などを設け, 氏
間にもこれらの 制度を取り入れる ことを要請した ｡ 逆に世帯月収が1500 Sドルに満たない 家庭の女性
(以前は低学歴女性を対象) に は, 避妊手術を奨励 してい る｡ (｢『頭脳国家』 シ ンガポ ー ル｣ 田村慶
子, 1993.)
* 6 外国人メ イ ドの数は,1988年に約30000人から1992年には約65000人にな っ た ｡ 子どもに英語の家庭
環境を与え る ことができるため , 英語を話すフ ィ リ ピ ン人メ イ ドが好まれる傾向にある｡ しかし, 雇
い 主との 間の トラ ブル も数多い ｡ (To Hau e& To Hold:How to hav e a maidand keep he r, C P
Kei, Ar m o u rPublishing, 1993. )
* 7 ふつ うだ っ た ら, 感情や情緒の反応をよ び起 こ しそ うな事態で , それを欠いて い る状態. 激 しい抑
宮状態に みられ るような自分の周囲に対する無関JL､｡
* 8 ｢劣等感｣ とい う用語は , ア ル フ レ ッ ド ･ ア ドラ - が広めたと言われて い る｡ 現代ア ドラ ー 心理学
で は ｢劣等性｣ ｢劣等感｣ ｢劣等コ ンプレ ッ ク ス｣ とい う3 つ の 用語を区別する｡ 劣等性とい うの は,
客観的にみて劣 っ て い る こと, 劣等感とい うの は , 劣 っ て い ると主観的に感じ る こと, そして劣等 コ
ン プ レ ッ ク ス とい う の は , 劣等感を口実にしてなすべ き仕事から逃げ出すこ とである｡ (『劣等感をも
つ 子 の行動と心理』 野田俊作 ｢児童心理｣, 1997, 5月号.)
* 9 A ･ ア ドラ ー は, 優越 コ ン プレ ッ ク ス は, 劣等感の動きその もの の 連続にあるとして , 劣等 コ ンプ
レ ッ ク ス を持 っ た人が , 困難から逃れる方法として使う方法の 一 つ であるとして い る｡ (｢個人心理学
講義｣ A ･ ア ドラ ー , 1996.)
* 10 自己愛とは, 自信, 自己評価, 自己満足等 , 人間誰の 心にも存在す る｡ しかし, 自己愛だ けが 強
く, 他者に対する人間的な感情に欠ける場合, ｢自己愛人格障害｣ と診断される ｡ 自分の利害にだ け
目を向けて いて社会全体の理想や運命に無 限L､である｡ (｢青年期の心｣ 福島章, 1992. )
* 11 シンガポ - ル の言語状況に つ い て は, 小林和子 (高岡短期大学紀要 第7巻 『シ ンガポ - ル の
"
家
庭
'一
に おける言語使用状況』, 1996第9巻 『多言語社会 シ ンガポ ー ル における英語 の モ デ ル と規
範』, 1997) もある｡
*12 シ ン ガ ポ ー ル 政府は80年代初め , ｢国民統合の イデオ ロ ギ ー ｣ 作りの 一 環 として儒教的価値観 (宗
教性 は含まず) を重視する政策を打ち出し, 儒教キ ャ ンペ ー ン を行 っ た ｡ ｢国を愛 し, 家庭を大切に
し, 長幼 の序を守り, 礼儀正しく, 質素に暮らす こと｣ を国民に求め る. しかし, 英語教育を受け西
欧化 して いく若者に は, こ れ ら の思想は受 け入れ難く , 目立 っ た効果はな い ｡
*13 シ ン ガポ - ル の ナ シ ョ ナ ル ･ ア イ デ ン テ ィ テ ィ に つ い て は , 太 田勇 ｢国語を使 わな い 国- シ ンガ
ポ - ル の言語環境｣ に詳 しい ｡
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シ ン ガ ポ ー ル の 若者をとりまく社会環境
T be So cialEnviro n m ent
of Yo u ng Pe oplein Singapore
- Negative E fe cts ofRapid Social C ha nge s
on A dole s c e ntPsycholog y -
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The Republic of Singapo re is r e n o w n ed fo rits r e m a rkable s u c c e s sin e con o mic develop-
m e ntin the sho rt pe riod or3 0year s sin c eits indepe nde n c e･ 日o w e v e r,a n u mbe r or s o cial
pr oble m s a r e e m e rgl ng m o r e r apidly tha n m a ny developed cou ntrie s have expe rie n c ed
m ainly be c a u s e of its r apid s o cial cha nge s･T he s o cial e n vir o n m e nt affe ctin g adole s c ents
'
physI C al a nd m e ntal gr owth is als o cha ngl ng .Criticis m sthat tr aditio n al Asia n v alu e s-
Co nfu cia nistic ide als-a r efailin g a m o ng the yo u ng a r efr equ e ntly pr e s e nted･Policie s
adopted aimin g at a chievin g Sin gapo r e
'
s r apide c o n o mic gr o wth might be r e spo n sible fo r
its pr e s e nt s o cial pr oble m s.Unde r the sloga n that fo r a s m allc o untry like Singapo r e
which is po o rin la nd a nd n atu r al r eso u rce s,pe ople a r ethe m o stim po rtant res o urce s,the
gove r n m e nt ha s developed a highly s ele ctiv e
'
elitist
'
edu catio n syste m ･ T be ho m e e n vir o n-
m e nt of childr e n a nd yo u ng pe ople is als o changl ng r apidly a sitbe c o m e s m o r e a nd m o r e
u rba niz ed.Su ch so ciale n viron m erltS S u r r o u ndig yo u ng pe ople ilュeVitably po s e apsycholo-
gl Calpr e s s u r e o n adolescents , w ho fac ea n u mbe r or diffic ultie sin their transition pr o c e s s･
T he pu rpo s e ofthe pr e s e nt pape ris to dis c u s sbo w rapids o cial cha nge s c a nbrin g n eg-
ativ e psychologl C al effe cts o n adole s c e nts,drawing o n Sigapo r e c ase .A m o ng m any s o cial
e nviron m ents ,s cho ol a nd ho m e e n vir o n m e nts a r ede altwith.
K E YW O RDS
Singapo r e,M e rito c r a cy,Elitist edu c ation 月 o m e e n vir o n m e nt,A dole s c e n c e,Co mple x,Ide ntity･
